[bookmark: _GoBack]第14回　ホットな話題の講演会
－合成燃料（e-fuel）の実証化へ向けて－

主催：	（公社）化学工学会関東支部
協賛：	化学工学会　反応工学部会、化学工学会　エネルギー部会、化学工学会　分離プロセス部会、化学工学会　環境部会、化学工学会　システム・情報・シミュレーション部会、触媒学会、開発型企業の会、分離技術会、電気化学会、石油学会、日本エネルギー学会、日本化学会、水素エネルギー協会、日本機械学会、日本燃焼学会、他

合成燃料（e-fuel）とは、水素（H2）と二酸化炭素（CO2）を合成して製造される人工的な燃料であり、カーボンニュートラル実現の切り札といわれ、2050年カーボンニュートラルに伴う「グリーン成長戦略」において、2040年までの商業化を目標に掲げられています。
現行の取り組み課題として、商業化目標の前倒し、技術イノベーションの加速、国際ルール化、情報発信プラットフォーム機能等が掲げられておりますが、本講演では国内外の動向から、重要な要素技術である次世代ＦＴ合成、そして早期の社会実装に向けた取り組みまで幅広く紹介致します。多数の皆さまのご参加を心よりお待ちしております。
日　　　時：　2024年6月27日　13:00～17:30
会　　　場：　東京理科大学 森戸記念館 第1フォーラム および ZOOMによるハイブリット開催
		住所: 東京都新宿区神楽坂4-2-2 アクセスマップ
TEL: 03-5228-8110
定　　　員：　会場50名　＋　オンライン（ZOOM）100名
		参加方法として会場またはオンラインを選択してお申込みください。
参 加 費： 正会員9,000円，法人会員・協賛団体会員11,000円，学生会員2,000円，会員外15,000円
尚，それぞれの参加費にはテキスト代・消費税が含まれます。
申込方法： 6月20日(木)までにWebまたはFax，E-mailにてお申し込みください．
・Web申込み
関東支部HP (http:/www.scej-kt.org )の次回行事開催一覧の「第14回ホットな話題講演会」をクリック後「参加申込みフォーム」をクリックするとフォームのウインドウが開きますので，必要事項を記入の上，ご送信ください．
・Fax，E-mailによる申込み
下記関東支部事務局宛，｢第13回ホットな話題講演会」と明記し，会社・学校名，参加者名，所属部署，郵便番号，住所，電話，Fax番号，E-mailｱﾄﾞﾚｽ，会員資格，参加費請求書送付の必要の有無をご記入の上お送り下さい。
申 込 先：　公益社団法人　化学工学会関東支部事務局〒112-0006東京都文京区小日向4-6-19共立
会館内
TEL:03-3943-3527，FAX: 03-3943-3530， E-mail: info@scej-kt.org
支払方法：　受付後，参加証と共にお送りする振替用紙にて事前にお振り込みください．当日になってのキャンセルの場合は参加費を請求させていただきます．


【プログラム】
1． 開会の挨拶	　　　（13:00 ～ 13:05）
2． 「両利きのメタノール：クリーン素材、合成燃料としてのプラットフォーム」	　
	（13:05 ～ 13:45）
2050年のCN実現に向け、CCU技術の注目が高まっている。特に、CO2とグリーン水素から製造された環境循環型メタノールは化学品原料や合成燃料としての活用が期待できる。本講演では、メタノール利用の動向、TOYO独自の合成技術(g-Methanol®)及びメタノール普及に向けた課題を紹介する。
東洋エンジニアリング　村上　遼氏
3． 「最先端MTJ (Methanol to Jet)プロセス技術」	　（13:45 ～ 14:25）
MTJ（Methanol to Jet）プロセスは、持続可能な航空燃料（SAF）製造プロセスの一つとして注目されている。本講演では、e-メタノールを原料とし、低炭素且つ高効率でSAFの大規模製造を実現するUOP社のMTJプロセス「UOP eFiningTM Technology」について紹介する。
　日揮ユニバーサル　戸塚　裕二氏
休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14:25 ～ 14:40）
4． 「電解技術の紹介～固体酸化物形電解セルを用いた合成ガス製造技術～」	（14:40 ～ 15:20）
本公演では、固体酸化物形電解セル（SOEC)を用いた高効率合成ガス製造技術の特徴、SOECとFischer-Tropsch反応を組み合わせた液体合成燃料一貫製造プロセスの研究開発状況、および今後の課題などについて講演を行う。
産総研　田中　洋平氏
5． 「次世代FT合成」	（15:20 ～ 16:00）
FT合成はCO2の水素化を含め、原料ガス中に炭素、水素、酸素が揃っているため、各種有機化学品を合成できる。本公演では、世界初の技術として、パラキシレン、ブタジエン、ジェット燃料、LPGなど付加価値の高い化学品、エネルギー製品をCO2と水素、あるいは合成ガスから製造することに成功した事例を紹介する。
		富山大学　椿　範立氏
6． 「合成燃料に関する国内外の動向と現状の課題」	（16:00 ～ 16:55）
カーボンニュートラルに合成燃料を製造するには二酸化炭素の回収濃縮と、再生可能エネルギーから得られる水素を予め得る必要がある。二酸化炭素と水素が揃えば、メタノール経由による製造方法やFT合成反応を経由した製造法がある。本講演では、このような技術の概要と実証事業に関する国内外の動向に関して述べる。
	成蹊大学　里川　重夫氏
7． 閉会の挨拶	（16:55 ～ 17:00）
8． 講師との交流会（対面参加のみ）	（17:00 ～ 17:30）
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